
ゼスト・ディスポーザーZH-1 使用方法 

 

 

跳ねよけゴム （スプラッシュガード）を排水口の奥

の止まる所まで平行に押し込み、人差し指位の太さの水

を流します。 

（以下 まで水は出し続けておいてください。）  

 

壁のスイッチのロック解除ボタンを押します。 

≪赤ランプ点灯≫ 

運転ボタンを押し、作動させます。 

≪赤ランプがより明るく点灯≫  

 

生ゴミを順次入れて粉砕します。 

（跳ねよけゴムより下に生ゴミを落とし込みます。） 

 

 

粉砕が終わると自動的に停止します。 

≪赤ランプが消灯≫ 

※生ゴミの量や種類に応じて運転時間が変化します。 

 

 

水を止めます。 

 

 

※ご注意（粉砕できないもの） 

・配管詰まりを起こす可能性のあるもの（お餅、大量の枝豆、トウモロコシやパイナップルの

芯や皮、筍の外皮、栗の皮など） 

・処理槽に影響を及ぼす可能性のあるもの（天ぷら油等の大量の油類、配管洗浄剤、漂白剤な

ど） 

・生ゴミ以外のもの（スプーン、フォーク、ラップ、アルミホイル、キッチンペーパー、ティ

ッシュペーパー、割り箸、竹串、爪楊枝、タバコの吸殻、灰、一円玉など） 

 

 
 



 

 

跳ねよけゴム （スプラッシュガード）を取り外しま

す。 

生ゴミを入れ、フタの取手が排水口の△▽印と一直線上

になるようにセットします。 

≪自動でロック解除、赤ランプ点灯≫ 

 

 

人差し指位の太さの水を流します。 

（以下 まで水は出し続けておいてください。） 

 

 

運転ボタンを押し、作動させます。 

≪赤ランプがより明るく点灯≫ 

 

 

粉砕が終わると自動的に停止します。 

≪赤ランプが消灯≫ 

※生ゴミの量や種類に応じて運転時間が変化します。 

 

 

水を止めます。 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 



粉砕室等のお手入れ方法 

 

フレッシュナーとは酢氷を作り、ディスポーザーで粉砕・清掃する方法です。 

１． 酢3:水7の割合で調合したお水を製氷皿に入れて氷を作ります。 

約3cm角の製氷皿の場合（酢水・340cc）は酢氷を8個（約330g）使用します。 

約2cm角の製氷皿の場合（酢水・280cc）は酢氷を24個（約270g）使用します。 

２． 出来上がった氷を粉砕室スプラッシュガード止め下まで入れ、 

スプラッシュガード（飛散防止ガード）をディスポーザーに挿入します。 

※ ご注意：酢水を入れすぎますと、粉砕時に飛び出してくる恐れがあります。 

３． お水を流さずディスポーザーを連続式で使用し、自動的に停止するまで運転します。 

４． 再度、お水（水量は人差し指1本分です。）を流しながら連続式で 

自動的に停止するまで運転させ、粉砕室内を洗い流してください。 
 

 

 
 

１． ディスポーザー本体のコンセントを抜き、動かないことを必ず確認してください。 

２． 粉砕室の底まで届くブラシを用意していただき掃除をおこなってください。 

※ご注意：ブラシは金属製のものを使用しますと粉砕室を傷つける可能性がありますので注意

ください。 

３． 掃除が終わりましたら粉砕室をよく水で洗い流し、コンセントを差し、 

動作確認をお願いします。 
 

 



 
 

 


